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令和２年長審第２５号 

裁    決 

警備艇Ｂ乗揚事件 

 

  受  審  人  ｂ 

    職  名 Ｂ船長 

    操縦免許 小型船舶操縦士 

 

 本件について、当海難審判所は、理事官神﨑和徳出席のうえ審理し、

次のとおり裁決する。 

 

主    文 

 

 受審人ｂの小型船舶操縦士の業務を１か月停止する。 

 

理    由 

 （海難の事実） 

１ 事件発生の年月日時刻及び場所 

 令和２年７月２９日１０時４３分 

 長崎県二島南方沖合 

２ 船舶の要目 

  船 種 船 名 警備艇Ｂ 

  総 ト ン 数 １０トン 

  全   長 １４.００メートル 

  機関の種類 ディーゼル機関 

   出   力 ８０９キロワット 



- 2 - 

３ 事実の経過 

 (1) ｂ受審人の経歴 

   ｂ受審人は、令和２年３月にＢの船長として雇い入れられ、同年

４月１日から乗船勤務するようになり、月に１３回ないし１５回大

村湾で不審船の発見、緊急事態に備えて同湾の実情把握及び遊泳者

に対する注意喚起の海上警ら活動を行っていた。 

 (2) 本件発生に至る経緯 

   Ｂは、平成１３年３月に進水し、船体中央部に操舵室を設け、同

室前部右舷側に舵輪、機関遠隔操縦装置、機関監視盤及び磁気コン

パス、左舷側にレーダー、魚群探知機及びＧＰＳプロッターをそれ

ぞれ装備し、操舵室中央部の両舷に椅子及び同室後部左舷側に海図

台をそれぞれ備えた２機２軸のＦＲＰ製警備艇で、ｂ受審人ほか甲

板員１人が乗り組み、警らの目的で、船首０.６１メートル船尾 

１.３０メートルの喫水をもって、令和２年７月２９日０９時４２

分長崎県大村港を発し、同県長与港沖合に向かった。 

   ところで、ｂ受審人は、ＧＰＳプロッターに二島南方沖合の干出

岩が表示され、同島に接近し過ぎることがないよう、避険線が引か

れていることから、二島南方沖合に干出岩が存在することを認識し

ていた。 

   ｂ受審人は、長崎県堂埼沖合を経て長与港沖合から同県時津港沖

合にかけて警らを行った後、二島南方沖合を経由して長崎空港周辺

の警らに向かうため、時津港沖合を北上していたところ、同島に設

けられた桟橋付近に、平素見掛けたことがない赤色の物体が見えた

ことから、二島の様子を確かめることとし、１０時３８分僅か前長

与港防波堤Ａ灯台（以下「長与灯台」という。）から３４１度（真

方位、以下同じ。）２.１海里の地点で、針路を二島南岸に向く 
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０２７度に定め、６.０ノットの速力（対地速力、以下同じ。）で、

手動操舵によって進行した。 

   ｂ受審人は、甲板員に双眼鏡で二島の様子を確かめるように指示

し、２.５海里レンジでコースアップ表示としたＧＰＳプロッター

及び魚群探知機をそれぞれ作動させ、自らは右舷側の椅子に腰を掛

けた姿勢で操船に当たって続航した。 

   ｂ受審人は、甲板員から二島に人影が見えたとの報告を受けたこ

とから、自らも目視で確かめるため、更に同島に接近することとし

て進行し、１０時４１分少し前長与灯台から３４６度２.３海里の

地点に達したとき、二島南方沖合の干出岩まで４００メートルとな

り、その後同干出岩に向首接近する状況であったが、目視で二島の

様子を確かめることに気を取られ、ＧＰＳプロッターを拡大表示と

して同島南方沖合の干出岩との相対位置関係を確認するなど、船位

の確認を十分に行わなかったので、この状況に気付かなかった。 

   こうして、ｂ受審人は、二島南方沖合の干出岩に向首したまま続

航し、１０時４３分長与灯台から３４９度２.４７海里の地点にお

いて、Ｂは、原針路及び原速力で、同干出岩に乗り揚げた。 

   当時、天候は晴れで風力３の南東風が吹き、潮候は下げ潮の中央

期に当たり、視界は良好であった。 

   乗揚の結果、両舷推進器翼に曲損及び左舷船尾船底外板に亀裂を

生じたものの、のち修理された。 

 

 （原因及び受審人の行為） 

 本件乗揚は、二島南方沖合において、警らのために同島南岸に接近す

る際、船位の確認が不十分で、二島南方沖合の干出岩に向首進行したこ

とによって発生したものである。 
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 ｂ受審人は、二島南方沖合において、警らのために同島南岸に接近す

る場合、二島南方沖合に干出岩が存在していることを認識していたのだ

から、ＧＰＳプロッターを拡大表示として同干出岩との相対位置関係を

確認するなど、船位の確認を十分に行うべき注意義務があった。ところ

が、同人は、二島の様子を目視で確かめることに気を取られ、船位の確

認を十分に行わなかった職務上の過失により、二島南方沖合の干出岩に

向首接近する状況に気付かずに進行して乗り揚げる事態を招き、船体に

損傷を生じさせるに至った。 

 以上のｂ受審人の行為に対しては、海難審判法第３条の規定により、

同法第４条第１項第２号を適用して同人の小型船舶操縦士の業務を１か

月停止する。 

 

 よって主文のとおり裁決する。 

 

   令和４年７月２８日 

     長崎地方海難審判所 

          審 判 官  植  松     正 


